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講演会の
ご案内 ｢地域活性化の秘策(仮)｣

3月23日(金) 16：00～17：00
新津本町2-7-10
TEL:0250-22-3155

栗井 英大 氏
くり い ひで ひろ

■講    師  長岡大学 准教授

■定    員　１００名(定員になり次第締め切り)

■聴 講 料　無　料
■申 込 み　新津商工会議所(TEL:0250-22-0121)

平成９年早稲田大学政治経済学部卒業後、㈱第四銀行に
入行。(一財)新潟経済社会リサーチセンターへの出向な
どを経て、平成28年４月に長岡大学准教授に就任。
研究テーマは、地域経営・活性化、事業承継など。
新潟県中小企業診断士協会理事。現在、ＢＳＮ「ゆうな
びラジオ」に出演中（毎週木曜日「経済」担当)。

日時

一楽ホール会場

提供

76.1MHZ
FM

にいつ 月曜日 12：20～12：50
再放送 毎週水曜日 19：00～19：30

　　　　毎週木曜日 13：00～13：30( )

県火災共県火災共済
商工業者の相互扶助制度

に加入しましょう

◎ お申込みは 新津商工会議所 へ

補償先

県火災共済

○火災､落雷､破裂･爆発､ 
  風･雪災の補償
○水災､水漏れ､盗難等の総合
  補償
○価格協定共済､新価共済
○地震見舞金特約､類焼見舞
  金特約
○災害による休業時の粗利益
  補償

災害建物等の

新潟県火災共済協同組合

各種 ご会合 お祝い ご法事に各種 ご会合 お祝い ご法事に各種 ご会合 お祝い ご法事に

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
「
Ｓ
Ｌ
ば

ん
え
つ
物
語
」
号(

以
下｢

ば

ん
え
つ
号｣

)

の
発
着
駅
が
、

今
春
よ
り
新
潟
駅
か
ら
新
津

駅
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

30
年
間
静
態
保
存

 
 

こ
の
ば
ん
え
つ
号
は
、
現

役
引
退
後
、
新
津
第
一
小
学

校
に
30
年
間
手
厚
く
保
存
さ

れ
て
い
た
Ｃ
57
形
１
８
０
号

機
を
、
国
鉄
Ｏ
Ｂ
の

皆
さ
ん
ら
が
中
心
と

な
っ
て
運
転
を
復
活

さ
せ
た
と
い
う
胸
躍

る
物
語
を
持
つ
、
鉄

道
の
ま
ち
と
し
て
の

宝
で
す
。

運
行
復
活
か
ら
20
年

 
 

１
９
９
９
年
の
運

行
復
活
時
は
、
新
津

駅
を
発
着
の
地
と
し

ま
し
た
が
、
３
年
後

に
は
新
潟
駅
発
着
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
新
幹
線

利
用
客
の
利
便
性
を
考
え
て

の
こ
と
で
す
。

 
 

今
回
の
再
変
更
は
、
新
潟

駅
の
在
来
線
ホ
ー
ム
高
架
化

に
伴
い
、
勾
配
を
上
る
ば
ん

え
つ
号
の
負
担
を
軽
減
す
る

と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
で
す
。

活
性
化
の
好
機

 
 

今
回
の
変
更
に
よ
り
、
利

用
客
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
発
祥
の
地
で
あ
る

新
津
駅
と
し
て
は
素
直
に
歓

迎
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
地
域
の
お
も
て
な
し
力

を
一
層
磨
く
ほ
か
、
駅
周
辺

か
ら
ま
ち
な
か
の
整
備
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
実
行
し
て
い

く
好
機
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

話
題
作
り
と
魅
力
向
上
へ

 
 

誕
生
か
ら
こ
れ
ま
で
い
く

つ
も
の
物
語
を
紡
い
で
き
た

「
ば
ん
え
つ
号
」
。
再
び
新

津
駅
発
着
と
な
り
、
今
後
ど

の
よ
う
な
物
語
を
織
り
な
し

て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

沿
線
地
域
の
関
係
者
や
自
治

体
な
ど
と
の
連
携
を
密
に
す

る
中
で
の
話
題
作
り
、
地
域

の
一
段
の
魅
力
向
上
が
急
が

れ
ま
す
。

か
え
っ
て
き
た
貴
婦
人

か
え
っ
て
き
た
貴
婦
人

｢

Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語
」号
が
再
び
新
津
駅
発
着
に

Ｃ57 180～ＳＬ「ばんえつ物語」号のあゆみ
年 主なできごと

参考資料：日本鉄道保存協会編「ＳＬ復活物語」、各種HPほか

1969年磐越西線の引込線から新津第一小学校へ1998年トレーラーによりけん引される解体された運転室

1946

1969
1970

1976
1987
1997
1998
1999
2002
2013
2014
2016
2018

三菱重工で製造。大きな動輪と細いボイラー「貴婦人」
の愛称
C57形180号機、新津第一小学校へ静態保存
「新津市蒸気機関車保存協力会」結成
以降、毎年年２回（春・秋）清掃・ペンキ塗りなどの手入れ
作業
国鉄ＳＬ全廃
国鉄分割民営化　JR各社発足
「SLC57 180を走らせる会」発足
「磐越西線SL定期運行推進協議会」発足
ＳＬばんえつ物語号として、新津～会津若松間の運転開始
新潟駅発着に
乗車70万人達成
10月より長期にわたり全般検査
乗車80万人達成
再び新津駅発着に

　２月２５日、学問の神様とされる菅原道真（８４５年～９０３年）公の

命日にちなんだ「天神様まつり」が「駄菓子屋 昭和基地一丁目 Ｃ５７」

で催されました。

　同店では初めての企画で、当日は区内外から園児や児童１９名が参加し

ました。参加者は地元呉服店の若店主から「天神様まつり」の由来などの

講話を受けたあと、ぬりえや書道に

精を出したほか、線香花火などを楽

しみました。

　天神様まつりの習わしは、近郷で

は新津界隈で比較的残されているよ

うですが、古田、新町など菅公ゆか

りの神社もあり、同店の本間店長は、

新津の伝統行事を長く続けていきた

いと話しています。

C57で天神様まつりC57で天神様まつりC57で天神様まつり
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2013年新津駅でのばんえつ号乗車70万人達成イベント

昨年の歓迎セレモニーの様子


